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きーきー

催
し

募
集
・
試
験

モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ

キ
ラ
キ
ラ
リ
ー
ス
作
り

　
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
「
モ
ミ
ジ
バ

フ
ウ
の
実
」
で
キ
ラ
キ
ラ
カ
ラ
フ

ル
な
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

時
３
月
10
日
㈰　

❶
午
前
９
時

〜　
❷
午
前
10
時
〜　
❸
午
前
11

時
〜　
場

燕
市
交
通
公
園　
円

５
０
０
円　
定

各
回
10
人　

※

要
予
約
、
先
着
順　

X 

３
月
２

日
㈯
か
ら
電
話
に
て　
問

燕
市

交
通
公
園
運
営
グ
ル
ー
プ
☎
０
８

０
・
２
０
７
４
・
０
０
６
１

藤
の
曲
公
民
館
王
将
戦

　
初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も
、
子
ど

も
も
大
人
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
３
月
31
日
㈰　

午
前
９
時
〜

場
藤
の
曲
公
民
館　
円
大
人
１

０
０
０
円
、子
ど
も
５
０
０
円（
当

日
納
入
）　
X 

当
日
会
場
で
受
付

問
藤
の
曲
公
民
館
☎
０
２
５
６
・

63
・
９
５
８
０
（
月
曜
日
を
除
く

午
後
１
時
～
５
時
）

白し
ら

壁か
べ

兵へ
い

舎し
ゃ

広
報
史
料
館

開
館
10
周
年
記
念

特
別
企
画
展

「
白
壁
の
あ
ゆ
み
」

時
４
月
２
日
㈫
〜
６
月
30
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
■
休
館

日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）　
内
新
発
田
城
、
新
発
田
駐ち

ゅ
う

屯と
ん

地ち

に
関
す
る
史
料
展
示　
場
・

問
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地 

白
壁
兵
舎
広
報
史
料
館
（
新
発
田

市
大
手
町
６
‐
４
‐
16
）☎
０
２

５
４
・
22
・
３
１
５
１

燕
・
弥
彦
地
域
公
共
交
通

会
議
委
員
を
募
集

　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交

通
の
実
現
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
４
回
程
度
、

令
和
７
年
度
は
２
回
程
度
、
平
日

の
日
中
、
１
回
１
時
間
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　
５
人
程
度　
■
任

期　
４
月
１
日
㈪
〜
2
年
間　
■

報
酬　
会
議
へ
の
出
席
１
回
に
つ

き
５
０
０
０
円　
対

次
の
条
件

を
満
た
す
人（
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
の
議
員
、
職
員
を
除
く
）

❶
燕
市
か
弥
彦
村
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人　
❷
令
和
６

年
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以

上
の
人　

❸
燕
市
・
弥
彦
村
の

公
共
交
通
に
関
心
の
あ
る
人　

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
と
委

員
構
成
を
考
慮
の
う
え
決
定　

X 

３
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
、

所
定
の
応
募
用
紙
を
都
市
計
画

課
（
市
役
所
２
階
16
番
窓
口
）
へ

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
て
提
出
。　

※
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
問

都
市
計
画
課 

都
市

計
画
係
☎
０
２
５
６
・
77
・
８
２

６
３
／
郵
送
：
９
５
９
‐
０
２
９

５　
燕
市
吉
田
西
太
田
１
９
３
４

／
FAX
０
２
５
６
・
92
・
２
１
１
８

／
Mtoshikei@

city.tsubam
e.

lg.jp燕
市
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
委
員
を
募
集

　
「
第
４
次
燕
市
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
」
の
進
捗
な
ど
を
審

議
し
ま
す
。
令
和
６
・
７
年
度
は

年
３
回
程
度
、
平
日
の
日
中
、
１

回
２
時
間
程
度
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　
２
人
程
度　
■
任 

期　
４
月
１
日
㈪
～
２
年
間　
■

報
酬　
市
の
基
準
に
基
づ
き
支
給

対
次
の
条
件
を
満
た
す
人
（
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

職
員
を
除
く
）　
❶
市
内
に
住
所

を
有
す
る
令
和
６
年
４
月
１
日
現

在
で
満
18
歳
以
上
の
人　
❷
燕
市

の
男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る

人　
■
選
考
方
法　
書
類
審
査
と

委
員
構
成
を
考
慮
の
う
え
決
定　

X 

３
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
、

所
定
の
応
募
用
紙
を
地
域
振
興
課

（
市
役
所
３
階
12
番
窓
口
）
へ
持

参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て

提
出　
問
地
域
振
興
課 

協
働
推

進
係
☎
０
２
５
６
・
77
・
８
３
６

１
／
郵
送
：
〒
９
５
９
‐
０
２
９

５　
燕
市
吉
田
西
太
田
１
９
３
４

／
FAX
０
２
５
６
・
77
・
８
３
０
５

燕
市
交
通
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

申
込
フ
ォ
ー
ム

は
こ
ち
ら
▼
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　「つばめ若者会議」では、まちのために必要なこ
と、大切なことを創造し、主体的に動こうという
気持ちを持った若者が集まって楽しく活動をして
います。年代別にプロジェクトを展開し、それぞ
れ参加するメンバーを随時募集しています。

●その他チーム活動（イベント企画、福祉活動など）
対 高校生〜 40 歳の人（市外在住者可）
内 自主的・主体的にプロジェクトを実行します。

仲間と一緒に燕をアップデート！

●学生・社会人プロジェクト「燕
エン
ジョイ活動部」

対 専門学生、短大生、大学生、10 代・20 代の社
　 会人（市外在住者可）
内 まちづくりを楽しみながら企画・ 実行します。

●高校生プロジェクト「燕市役所まちあそび部」
対 市内在住の高校生／市内高校に通う高校生
内 まちの資源を使った活動「まちあそび」をします。

詳細やメンバー登録については、つば
め若者会議公式ウェブサイトから→
問 地域振興課 交流推進係
　☎ 0256・77・8364
　M wakamono@city.tsubame.lg.jp

令和５年度「つばめ若者会議」活動報告

●「燕背脂ラーメンおにぎり」開発

メンバーのアイデアをもと
に、 道 の 駅 S

ソ ラ イ ロ

ORAIRO 国
上と共同で、新名物
を開発。現在も道
の駅売店で販売し
ています。

●ゆるい、なつまつり

まちあそびをまちの人
に体験してもらうため、
高校生が企画した夏祭
り。県外の高校生とも
交流しました。

●国上山の竹を使った流しそうめん

燕市でインターンシッ
プをしていた武蔵野大
学の学生たちと、国上山
の竹を使った流しそう
めんを実施しました！

●大河津分水サンクスフェスタ

「川のステキを再発見」
をテーマに開催。ゲス
トの遠藤麻

ま

理
り

さんと、
さとちんさんのトーク
で会場は大盛り上がり。

燕市役所まちあそび部

燕ジョイ活動部

つばめ若者会議
メンバー募集
つばめ若者会議
メンバー募集
つばめ若者会議
メンバー募集

　「つばめいと」は、燕市出身者が、燕市との
繋がりを持って県外でも活躍してくれること
を継続的に応援していく取り組みです。これ
から県外へ巣立つ皆さん、同郷の出身者同士
で繋がるコミュニティに参加してみませんか。
随時メンバー登録を受け付けています。県外
にいるお子さんやお孫さん、お友だちにもぜ
ひお伝えください。

新潟県外へ巣立っても燕と繋
つな

がる

対燕市出身で県外在住の18～30歳までの学生、社会人
内 県外での勉強会や交流会、県外での燕市イベント
　のお手伝いなど
X 市ホームページから登録ください▶▶▶
問 地域振興課 交流推進係
　 ☎ 0256・77・8364

つばめいと
メンバー募集
つばめいと
メンバー募集
つばめいと
メンバー募集

◀
東
京
で
の
交
流
会
の
様
子

●「県外生活での心得」公開中！
　４月から県外へ進学・就職する燕市出
身の若者向けに、現役メンバーが考案。
これから始まる新生活へ
の不安を和らげるアドバ
イスを贈ります。

きっかけづくり　れっつばめ

▲「 県 外
生 活 で の
心得」


